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1. はじめに 

気象庁では、現在、気象庁第 3 次長期再解析

（Japanese Reanalysis for Three Quarters of 

a Century; JRA-3Q; 気象庁 2021）の本計算を

実施している。JRA-3Q では、現行の気象庁 55

年長期再解析（JRA-55; 古林ほか 2015）実施以

降の全球数値解析予報システムの開発成果とデ

ータレスキューや衛星データの再処理による過去

の観測データ拡充の成果を活用することで、長期

再解析データの更なる品質向上を目指している。

JRA-3Q では 1940 年代末以降を対象としており、

1990 年代～現在まで（ストリーム A）の本計算は

2021 年 5 月に完了し、1960 年代～1980 年代

（ストリーム B）及び 1940 年代末～1950 年代（ス

トリーム C）の本計算についても 2021年度中に完

了する予定である。 

本稿では、JRA-3Q の概要及び既に計算が完

了した期間の品質評価結果について述べる。 

 

2. JRA-3Qの概要 

JRA-3Q は 2018 年 12 月時点の現業全球デ

ータ同化システム（JMA 2019 ）の低解像度

（TL479 解像度）版に基づいており、JRA-55 実

施以降の現業システムにおける開発成果が反映

されている。例えば、物理過程の大幅な改良によ

り、放射収支、地表面顕熱・潜熱フラックス、降水

分布等における系統誤差が縮小した気象庁の全

球スペクトルモデル（GSM）が利用されている。ま

た、2018 年 6 月に導入した高性能のスーパーコ

ンピュータシステムの計算能力を活用し、JRA-55

よりも高解像度化されている。 

大気モデルの境界条件として与えられる海面

水温及び海氷について、ストリーム A 期間では、

西岸境界流付近の海面水温の急峻な水平勾配

が大気境界層に与える影響をより適切に表現でき

るよう、衛星観測に基づいた 0.25 度解像度の

MGDSST（栗原ほか2006）を利用している。ストリ

ームB及びC期間では、海面水温の時空間変動

特性の表現向上のためのリコンストラクション手法、

及び品質の向上した海氷データを用いた、現場

観測に基づく 1 度解像度の COBE-SST2

（Hirahara et al. 2014）を利用している。 

また、予報モデルの放射過程及び衛星赤外測

器輝度温度同化における放射伝達計算の入力デ

ータとして、下部成層圏のオゾン濃度ピークの過

小バイアスが改善した化学気候モデル MRI-

CCM2（Deushi and Shibata 2011）を用いて作

成されたオゾン再解析データを使用している。 

 

3. 品質評価結果 

3.1. 2日予報スコア 

図 1 と図 2 はそれぞれ、北半球及び南半球の

中・高緯度 500hPa 高度 2 日予報と熱帯域対流

圏上層及び下層の風ベクトル 2日予報について、

JRA-3Q、JRA-55、JRA-25（Onogi et al. 2007）

及び現業全球データ同化システムの二乗平均平

方根（RMS）誤差を示している。予報スコアの良い

順に JRA-3Q、JRA-55、JRA-25 となっており、

データ同化システムの着実な性能向上の効果が

認められる。また、再処理衛星データの取得・利

用等による観測データの拡充・品質向上も予報ス

コア向上に寄与している。特に、JRA-3Q では



1990 年代の南半球中・高緯度の 500hPa 高度

RMS誤差が大きく改善した結果、他の期間・領域

との予報スコアの差が縮小しており、プロダクトの

均質性が向上していると言える。 

 

3.2. 放射フラックス及び降水 

図 3 は、大気上端上向き長波放射フラックスと

大気下端下向き短波放射フラックスの期間平均

値について、JRA-3Q と JRA-55 の CERES-

EBAF（Loeb et al. 2018）からの差を示している。

まず、大気上端上向き長波放射フラックスについ

ては、JRA-3Q、JRA-55 ともに全球的な過大バイ

アスが見られるが、JRA-3Q では南・東南アジア

や中央アフリカの過大バイアスが改善している。

次に、大気下端下向き短波放射フラックスについ

ては、JRA-3Q ではアフリカ大陸のバイアスが改

善し、熱帯域の海上に全球的に見られる過小バイ

アスについても JRA-55 より緩和している。 

図 4 は、降水強度の期間平均値について、

JRA-3QとJRA-55のGPCP（version 2.3; Adler 

et al. 2003）からの差を示している。JRA-55では、

熱帯収束帯 （ITCZ）付近で顕著な過大バイアス

が見られたが、JRA-3Q では大幅に改善している。

本稿では省略するが、JRA-3Q では水蒸気の三

次元的な分布も改善していることから、放射フラッ

クス及び降水に見られる改善は、大気物理過程の

大幅な改良が寄与していると考えられる。 

 

3.3. 熱帯低気圧 

JRA-3Q で用いる熱帯低気圧ボーガスについ

ては、JRA-55 と異なり、気象庁の北西太平洋用

の台風ボーガス作成手法（JMA 2019）を用いて

おり、同手法を全領域に適用できるように拡張し

たうえで、熱帯低気圧ボーガスを自主作成し利用

している（気象庁 2021）。図 5 は JRA-3Q、JRA-

55 及び ECMWF 再解析 ERA5（Hersbach et 

al. 2020）における領域別の熱帯低気圧検出率の

比較を示している。JRA-55 では、熱帯低気圧周

辺風での算出方法の不具合による、解析された

熱帯低気圧強度の不自然な長期変化傾向により、

1990 年代以降、検出率が低下していることが分

かる。JRA-3Q では、前述の熱帯低気圧ボーガス

作成手法に変更したことにより、2010 年代初めま

では概ね 90%以上の検出率を維持しており、熱 

 

 

 

図 1  JRA-3Q、JRA-55、JRA-25 及び現業全球デ

ータ同化システムの 500hPa 高度 2 日予報 RMS

誤差。検証対象はそれぞれの解析値。値は直前の

12 か月間の平均値を表す。(a) 北半球中・高緯

度、(b) 南半球中・高緯度。 

 図 2  JRA-3Q、JRA-55、JRA-25 及び現業全球デ

ータ同化システムの熱帯域風ベクトル 2 日予報

RMS 誤差。検証対象はそれぞれの解析値。値は

直前の 12 か月間の平均値を表す。(a)250hPa、

(b)850hPa。 

   



   

   

図 5 (a) 北西太平洋、(b) 中部北太平洋及び北東太平洋、(c) 北大西洋、(d) 北インド洋、(e) 南インド洋、(f) 南

太平洋における JRA-3Q、JRA-55 及び ERA5 の熱帯低気圧検出率。熱帯低気圧の検出方法は

Hatsushika et al. (2006) に準拠し、合同台風警報センターおよび米国国立ハリケーンセンターのベストラック

データを使用した。（気象研究所客員研究員釜堀弘隆氏提供） 

 

 

 

 

 

 

図 3 放射フラックスの期間平均値（2001～2013 年）の CERES-EBAFからの差[W/m2]。（上段）大気上端上向き

長波放射フラックス、（下段）大気下端下向き短波放射フラックス。（左列）JRA-3Q、（右列）JRA-55。 

   

 

 

 

図 4 降水強度の期間平均値（2001～2010年）の GPCPからの差[mm/day]。（左図）JRA-3Q、（右図）JRA-55。 

JRA-3Q － CERES JRA-55 － CERES 

JRA-3Q － CERES JRA-55 － CERES 

JRA-3Q － GPCP JRA-55 － GPCP 



帯低気圧解析の一貫性が大幅に改善している。

一方、2013 年以降の期間については、北西太平

洋以外の領域で検出率の急落が見られる。調査

の結果、熱帯低気圧情報の時刻・形式が想定外

のものであったことなどにより、熱帯低気圧ボーガ

スが欠落したことが原因であることが判明したため、

2013 年以降の期間について再計算を実施する

予定である。 

また、JRA-3Qでは JRA-55よりも更に約 10年

遡ってプロダクトを作成しており、この期間には、

利根川・荒川決壊で東京など関東平野に大きな

被害をもたらしたことで知られるカスリーン台風

（1947年 9月）が含まれている。図 6は、カスリー

ン台風接近時の日本付近の海面更正気圧につ

いて、JRA-3Q、NOAA/CIRES 20 世紀再解析

20CRv3（Slivinski et al. 2019）、ECMWF 20

世紀結合再解析 CERA-20C（Laloyaux et al. 

2018）の各解析値と当時の天気図を示している。

熱帯低気圧の位置や強度について、JRA-3Q は

他センターの再解析及び当時の天気図と比べ、

遜色ない再現性であることが確認できる。 

 

4. まとめと今後の予定 

本稿では、JRA-3Q の概要と現時点における

品質評価結果について報告した。JRA-3Qでは、

現行の JRA-55以降の現業全球数値解析予報シ

ステムの開発成果や過去の観測データ拡充の成

果の活用により、2 日予報スコア、放射フラックス、

降水及び熱帯低気圧について、JRA-55 から更

にプロダクトの品質が向上していることが確認でき

た。ただし、熱帯低気圧については、2013 年以

降の北西太平洋以外の領域において、不具合に

よる品質低下が判明したため、同期間の再計算を

実施する予定である。 

JRA-3Q本計算は、2013年以降の再計算も含

め、2022 年度中に完了する見込みであり、全期

間のプロダクトを 2023 年春頃に公開する計画で

ある。引き続き、プロダクトの品質評価を進める。 
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